
（別紙３）

～ 令和　6　年　7　月　31　日

（対象者数） 8 （回答者数） 4

～ 令和　6　年　7　月　31　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
職員の資質向上、地域支援につながる研修会参加、実

施。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・全職員での会議開催がなかなか実施できないので、

会議録閲覧、朝夕の連絡会、で情報共有していきた

い。

・多職種連携について再度しっかり取り組みたい。特

に医療的ケアと発達支援の連携。

2

3

事業継続のための職員増員、資質向上。 人材確保、利用者支援の充実。

研修会への参加と実施。

国・県・市からの通知文、児童発達支援の動向に関する

文書、調査等ついて内容を確認し支援に取り組んでい

る。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

放課後等デイサービスについて、確実にPCDAサイクル

で実施され、情報の共有ができている。

毎月確実に職員会、虐待防止委員会、感染症委員会、朝

夕の連絡会等を実施し、業務継続に努めている。

○事業所名 延岡こども発達支援センター　さくら園

○保護者評価実施期間 令和　6　年　7　月　1　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和　6　年　7　月　1　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和　6　年　8　月　30　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表

重心放課後（別紙３）自己評価総括表（公表）


